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○これまでの歩み

～小さな時計店から県内屈指のメガネ
チェーンへ～

　　 御社は大変歴史のある会社ですね。群

馬県内では、ほとんどの方が板垣のお店をご

存知ではないでしょうか。これまでの歩みを

お聞かせ頂けますか。

板垣：当社の前身である「板垣時計店」は、

1924年４月に伊勢崎市の南町（現在の緑町）

で創業しました。時計・メガネ・宝石を販売

する小さなお店でした。この時計・メガネ・

宝石はいずれも高額品であったこと、繊細な

加工技術が必要な商品であったことから、当

時は一緒に取り扱うお店が多くみられまし

た。

会社概要
法　人　名　株式会社板垣
所　在　地　伊勢崎市本町４－26
設　　　立　1981（昭和56）年６月
従　業　員　国内232名（2018年２月現在）
事 業 内 容　メガネ、補聴器の販売、学習塾の運営等
店　舗　数　40店（メガネ・補聴器の販売店）

群馬県32店、埼玉県４店、長野県３店、
栃木県１店

Ｕ　Ｒ　Ｌ　http://www.megane-itagaki.co.jp

板垣　雅直（いたがき　まさなお）
プロフィール
1987年（昭和62年）早稲田大学卒業
1992年（平成４年）株式会社板垣入社
2002年（平成14年）代表取締役社長就任
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メガネ・補聴器の板垣

株式会社 板垣
代表取締役社長　板垣 雅直 氏

 聞き手　当研究所専務理事　新井良明

「メガネ着がえて「メガネ着がえて
  みませんか」  みませんか」
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　1979年には、これまでの商売の形を刷新

し、メガネ販売中心の業態としました。これ

より少し前、現会長の板垣時央が米国視察の

際に、日本ではまだ高額品であった腕時計が

米国では既に普及品となっている様子を目の

当たりにしました。そこで、当時、取り扱っ

ていたもののなかから、「ファッション」と

「機能」で複数使用が提案できるメガネに将

来性を感じ、メガネ中心の店づくりを選択し

たというわけです。

　1981年には、株式会社板垣を設立すると

ともに、「メガネの板垣」としての活動を始め

ました。

　1986年には、本格的な多店舗展開を開始

しました。これにより、現在の板垣の原型が

できたといえます。現在は、群馬県に32店、

埼玉県４店、長野県３店、栃木県１店の合計

40店の店舗網を築くことができました。

　また、その他の事業として、2004年より

個別指導方式の学習塾のFC事業を開始して

おり、現在では６校を運営しています。

○ 現在の事業について

～一人ひとりに最適な商品を提供する～

　　 御社は、メガネの販売をはじめとして、

補聴器の販売を事業の大きな柱としています

が、この二つの商品を販売することに対して、

どのようなお考えをお持ちなのでしょうか。

板垣：メガネと補聴器に共通しているのは、

視覚と聴覚という人の大切な感覚を補う道具

であるという点です。生活を左右する商品と

いっても過言ではありません。ご来店いただ

くお客様の多くは、視え方、聴こえ方に不便

さを感じています。そんなお客様に、いつで

も高い技術で、一人ひとりの視え方、聴こえ

方をきちんと補うメガネ、補聴器を提供でき

るという、「安心感」を持っていただくことこそ

が、当社の事業の核の部分だと考えています。

　　 御社が取り組んでいるメガネ販売の特

徴についてお話いただけますか。

板垣：30年以上前から「メガネ着がえてみ

ませんか」と提案してまいりました。服を着

店内には多彩なメガネフレームが並ぶ

旗艦店の一つ「視聴覚総合館」高崎本店（高崎市）

創業当時の様子（板垣時計店（伊勢崎市））
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がえるようにメガネも着がえてみま

せんかということです。メガネには

視力を補正する基本的な機能があり

ますが、実は人の目は距離ごとに必

要な度数が異なります。ですから、

近くのもの、遠くのものを見る際に

メガネを替えれば生活はずっと楽に

なるのです。また、メガネは顔の中

心に身に着けます。顔のイメージを

変え、人の印象を変える効果があり

ます。ですから、いつも同じメガネ

ではもったいない。もっとメガネを

活用して生活を楽しむことができる

はずなのです。

　このように、メガネには“視えるメガネ”

と“魅せるメガネ”があります。ですから、

見たい距離、気分やTPOごとに、メガネを

「着がえる」ことが必要です。当社では、同

じ予算でも１本のメガネでご満足いただくの

ではなく、複数所持いただくことを奨励して

います。

　　 補聴器の販売の特徴はどのような点に

ありますか。

板垣：人により聴覚の変化は異なりますし、

聴こえにくい音が異なります。さらには、耳

障りと感じる音、心地よいと感じる音も微妙

に異なります。ですから、単にモノを販売す

ればよいということではありませんし、聴こ

えればよいということでもありません。一人

ひとりに最適な音の調整が大変重要です。当

社ではこの部分に注力し、適切な商品を提供

しています。

　　 お店づくりや品揃えで気を付けている

ことはどのようなことですか。

板垣：メガネの販売では、「ファッション性・

専門店性・価格魅力」を合言葉に、ワクワク

感のある店づくりと様々なニーズに応えられ

る多彩な品揃えを心掛けています。補聴器の

販売では、相談カウンターや防音設備を備え

るなど、相談しやすい身近な店づくりと正確

な測定を心掛けています。

メガネには人の顔の印象を変える効果がある

補聴器の調整は一人ひとりに合わせて細かく行う
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○ 人づくりについて

～板垣を支えているのはメガネと補聴器
の専門家達～

　　 これまでのお話をお聞きしますと、メ

ガネでも補聴器でも、よい商品を提供するに

は、従業員の方々の専門的な能力が重要だと

感じます。

板垣：高い専門性を求めれば求めるほど、人

の能力が必要になります。当社では従業員を

大切な財産と位置付けており、社内では「人

財」と表現しています。お客様が抱える悩み

をうかがい、商品を選択し、加工・調整して、

提供する。この一連の流れのなかで、接客技

術、商品知識、加工・調整技術が必要になり

ます。我々は、これをすべて身に付けていな

ければなりません。

　当社の従業員の能力は、定期的な集合研

修・日常のOJTにより、高い水準に達して

いると自負しています。その他、認定眼鏡士

や認定補聴器技能者などの資格取得の推進、

全店参加の接客コンテストの実施など、人づ

くりには力を入れています。

　例えば、補聴器は、デジタル化が進み、ど

んどんと機能が進化しています。機器の調整

はパソコン上で行うものがほとんどです。こ

うした技術進歩にも遅れることなく対応でき

るようにしています。

　　 御社の技術力の高さを象徴するのがメ

ガネの集中加工施設だそうですね。これはど

のような施設なのでしょうか。

板垣：：店内の加工設備とは別に、「ITC（イ

タガキ・テクニカル・センター）」というメ

ガネの集中加工施設を持っています。これが

当社の大きな特徴です。大型のレンズ切削機

器を備え、複雑なレンズの加工やメガネの調

整を集中して行う施設です。ここでは熟練の

専任者が業務に当たり、品質の高い商品を世

に送り出しています。創業以来、加工技術は

大切にしてきた部分です。こうしたメガネ、

補聴器の専門家である従業員によって、当社

の事業は支えられています。

○ 経営の考え方について

～大切にしている言葉～

　　 社長には、経営の考え方に影響を与え

ている大切な言葉があるとお聞きしました。

板垣：はい。経営の考え方の基本を成す部分

として大切にしている言葉があります。

　一つ目は『努力は運を支配する』という言

「ITC（イタガキ・テクニカル・センター）」（伊勢崎市）
～大型設備と熟練の技術により、高品質の商品を世に送
り出している～

メガネを調整する治具
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葉です。私は大学時代にラグビー部に所属し

ておりました。その大先輩である宿沢弘朗さ

んが遺した言葉です。運はどこにでも転がっ

ているが、努力をしていなければ、運はつか

めないし、運があることにも気付かないと理

解しています。

　二つ目は『心、ここにあらざれば、観れど

も見えず、聴けども聞こえず』という言葉です。

現会長の板垣時央がよく口にするもので、先

ほどの宿沢さんの言葉にも通じます。努力を

重ねていれば自ずと気持ちが入る。そうすれ

ば、大事なことが何かが見え、聞こえるのだ

と考えます。そのなかに運もあるのだと。企

業経営には重要なことだと思います。

　三つ目は、お客様からいただいた言葉です。

昔の話ですが、私がお店での勤務だった時代、

あるご夫婦が来店されて、ご主人用にメガネ

を２本ご購入いただきました。私が接客をし

たのですが、最後にその奥様が「今度は自分

用のメガネを購入します」とおっしゃってく

れました。それから約９年後、既に社長とい

う役職であった私の元に１枚のハガキが届き

ました。あの奥様からのものでした。お店で

お渡ししているアンケートハガキだったので

すが、丁寧な字で余白まで文章が書かれてい

ました。当時の私の接客に対するお褒めの一

文とともに、『やっと約束を果たせました』と

の言葉が記されていました。もう10数年も

前のものですが、このハガキを大切にしてい

ます。私の宝物です。商売の現場から企業経

営の場に居場所が変わりましたが、今でも何

度も何度も読み返しては励まされています。

　お客様との関係を地道に築いていくことは、

企業経営はもちろん、全社員一人ひとりが大

切にしています。

　普通は、商売をさせてもらっている私ども

の側が、お客様に「ありがとうございました」

と感謝の気持ちを言葉に表しますが、逆にお

客様から『ありがとう』の言葉をいただくこ

とがあります。大変、光栄なことに“よく見

えるメガネを『ありがとう』”や“親切に対

応してくれて『ありがとう』”など、お店で

こうした感謝のお言葉やお手紙などを数多く

いただいています。商売をやっていて本当に

よかったなぁと感じる時ですね。常日頃から

社員全員が心のこもった接客を心掛けていま

すので、お客様との良い関係が築けてきてい

るのだと思います。お客様からのこのような

声が当社の強みであり、地域密着を掲げてい

る当社の存在価値だと思っています。

　当社は、無理な出店はしません。限られた

地域のなかで店舗を増やしていくドミナント

戦略を行っています。そのなかで地域や人と

深く関わっていくことが重要だと考えていま

す。

店員時代のお客様から届いた１枚のハガキが宝物 お客様から届くハガキや手紙は、大切に保管されている

産 業 展 望 台
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○ 今後について

～より安心して相談できる店、頼れる店
を目指していきたい～

　　 今後の取り組みについて教えていただ

けますか。

板垣：当社は、2017年10月、高崎オーパ５

階と６階に新規出店しました。５階は国内外

から選び抜かれたメガネを取り揃える「メガ

ネのイタガキ匠」、６階はカジュアルでファッ

ション性の高いメガネを提供する「メガネの

イタガキ my story」というお店です。まっ

たく異なるタイプのお店ですが、「板垣の安心

感を提供します」との思いを込め、どちらも

店名に「イタガキ」の名前を冠しました。現

在、また新しいお店の出店を計画していると

ころですが、ここでもイタガキのブランドを

さらに打ち出していきます。

　　 これから社会は、ますます高齢化が進展

していきます。小売業を営んでいる企業にとっ

ては、とても大きな変化だと思います。御社で

はどのような取り組みを予定されていますか。

板垣：当社では二つの取り組みを予定してい

ます。一つは、買物弱者の方々への対応です。

昨年より、お店に足を運べない方々のために、

メガネと補聴器の移動販売を開始しています。

正確には、昔、実施していたので、再開です

ね。今後はこれを本格化していきたいと考え

ています。もう一つは、補聴器事業の強化で

す。補聴器へのニーズは一段と大きくなるで

しょう。当社の強みの専門性を発揮して、お

客様に合った適切な商品を提供していきたい

と考えています。

　当社は2024年に創業100周年を迎えます。

イタガキブランドを積極的に打ち出し、事業

を強化していきたいと考えています。皆様が

安心して相談できるお店、困った時に頼れる

お店を目指していきます。

　　 本日はありがとうございました。

（記事　主席研究員　樹下芳久）

新型店舗「メガネのイタガキ my story」（高崎市、高崎
オーパ６階）～気軽にメガネを楽しみたい人向けのカ
ジュアルな店づくりが特徴～

新型店舗「メガネのイタガキ匠」（高崎市、高崎オーパ５
階）～大人をイメージした落ち着いた店づくりが特徴～
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